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＜連絡事項＞

・今週木曜日は馬渡Ｄｒ不在の為、診察なし。

・現在、詰所カウンター側ＰＣマウスの不具合、ホール椅子脚裏のラバー取り付けの２点修繕依頼中です。洗面所蛍光灯に関しては、見積りを依頼している段階との事。

＜患者様連絡事項＞

・布施　邦雄様～右足首（内側）、左足指間に湿疹、浸出液あり。主治医不在の為、窪田Ｄｒへ報告し、ケルガークリーム10ｇ１本処方となっている。浸出液ある為、クリームはスタッフ側で管理、塗布して下さい。経過を見て自己管理へ移行していく予定。感染予防の為、入浴も最後にする様、都度声掛けして下さい。

・滝田　英人様～本日、成年後見人（百式様）の面会あり。

・野月　利章様～先日外出先で転倒した事を理由にプログラムへの参加を拒否した為、本人同意のもと、本日の外出（買い物）は控えて頂いている。その為、小遣い（1000円）は明日渡す事としている。

＜週間連絡＞

６／２８（火）…日向端　庸男様・松川　順子様デイケア体験利用（13：50～16：00）

　　　　　　　　戸賀沢　潔様青山荘体験利用（9：30～15：00）

　　２９（水）…リネン交換、毛布定期洗濯

　　３０（木）…馬渡Ｄｒ不在

７／２　（土）…木村　義重様退院（10：00）

＜伊藤Ｄｒ診察＞

・井上　和美様～中途覚醒が何回かあるとの訴えあり。ブロチゾラム（0.25）１Ｔ→２Ｔへ増薬し、臨時薬本日夕～７日分処方。また、Ｅ―ファルコバ点眼液１本処方となる。

・飯田　修子様～ＯＴやリハプロへの参加拒否傾向であり、きちんと参加する様指導を受けている。眠気の強さ訴えあり、レボトミン（50）４Ｔ→レボトミン（25）３Ｔへ減薬となっている。７／４（月）外出希望あるが診察日と重なる為、日程調整を行う様指示あり。

　　　　　　　　→本人曰く、日程は母様が決めたとの事。明日、母様へ出棟の連絡する際に合わせて確認する。

・澤口　利香様～眠気がなかなか来ず、不眠時の継続指示薬を常用している。エビリファイ（3）１Ｔ　１×昼、フルニトラゼパム（2）１Ｔ　１×ｖｄｓが止めとなり、レボトミン（25）１Ｔ　１×ｖｄｓが追加処方となっている。

＜注目患者様＞

・飯田　修子様～週末より身体不調訴える事多い。訴える際には口調の荒さが見えたり、また、一変して穏やかに笑顔を見せる等、気分に波がある。夜間睡眠は寝つきの悪さや中途覚醒あるも、再入眠出来ており、概ね確保出来ている。本日母様より架電、近々退院し自宅へ戻るとの事。本人と自宅で暮らす事を考えており、現在の状態について尋ねられている。今後については主治医やスタッフと相談しながら進めていく事説明している。

・袴田　将志様～青山荘入所という目標を失ったせいか、以前よりも日課やプログラムへ

の取り組み方に遅れやだらしなさが生じている。失禁も変わらず見られ

ている。リネン庫、洗濯場共にシーツの在庫無い為、失禁した際は本人

に病棟で洗濯して頂き、定期交換日まで使用する様にして下さい。

・原　吉郎様～先週末より呼吸苦や落ち着かない等の身体不調訴え、継続指示薬の服用が目立っている。自身の状態について上手く言葉で表現出来ずにいる。「交信している。」と異常体験に左右された発言も変わらず聞かれている。

＜勉強会＞

グループホーム（含む青風荘）及び青山荘利用にあたっての流れ

利用したい事業所（青山荘・青風荘・グループホーム等）の取扱い
１　相談（本人・家族・病院相談員・相談支援事業所等から）

２　見学

３　利用申し込み（事業所へ申し込み）

　　・関係機関から本人情報（紹介状：生活歴・病ｒ期・治療歴等）を取得

　　・本人調査（要否判定所作成）

　　・判定会議

各市町村・障害福祉課の取扱い

４　（利用申請）

・市町村役場へサービス利用申し込み→障害支援区分認定調査申請・主治医から師

意見書の提出

（障害支援区分認定調査）

・市町村から調査員が伺い、心身の状況に関する調査を行う。

（審査・判定）

・「認定調査の結果」と主治医が記載した「医師の意見書」をもとに、市町村に設置される障害支援区分審査会にて審査・判定が行われる。

　　（認定・支給決定）

　　　①障害支援区分審査会の決定をもとに、「障害支援区分」を認定。

　　　②指定特定相談支援事業所へ「サービス等利用計画」作成依頼　※１
　　　③「障害支援区分」「社会活動や介護者、住居の状況」「サービス利用意向」を確認し、利用できるサービスの内容を決定。　※２
　　（通知）

　　　・サービスが必要とされ、「障害福祉サービス受給者証」が交付される。

　　（利用）

　　　・サービスの支給決定の通知書に記載された期間利用可。（期間満了毎に更新）

　　　　※青山荘は利用機関２年、但し１年延長できる。（延長には条件有り）

· グループホーム・青風荘は利用期限はないが、更新申請が必要。（利用対象年齢は６５歳未満であるが、利用中に６５歳になっても継続利用できる。）

ここまでの流れは基本的に本人、或いは家族が行うが、病院相談員や相談支援事業所職員が代行したり、本人へ援助しながら行う。

※１について

　八戸市においては数十か所の指定特定相談支援事業所があり、どの事業所においても「サービス等利用計画」の作成依頼はできるが、指定特定相談支援事業所の指定を受ける前は、介護系・知的系・身体系・精神系と、障害の扱いがそれぞれ違う事業所だった為、事業所に寄っては扱った事の無い障害プラン作成に慣れていないとか、「サービス等利用計画」の作成依頼が多すぎて早急に対応できない所もある。

　現在、当法人事業所（ＧＨ・ＣＨ・自立訓練）を利用されている方々が「サービス等利用計画」の作成を依頼している指定特定相談支援事業所は下記の通りである。

＜八戸市＞

◎相談支援センター「柿の木苑」（知的系：根城：0178-22-8011）

◎相談支援センター「ハートステーション」（精神系：小中野：0178-46-5431）

◎ベルエポック（精神系：新井田：0178-30-1150）

◎ひかり相談支援事業所

（介護系であるが相談支援専門員は精神保健福祉士：鮫：0178-33-8771）

＜市外＞

◎相談支援事業所［カシオペア］（二戸市：0195-23-6608）

◎指定特定相談支援事業所「移山寮」（五戸町：0178-62-6500）

　→Ｈ２６年４月より新規開業。元法人スタッフ三浦とし子さんが相談支援専門員）

※今後サービス利用時は、必ず指定特定相談支援事業所に「サービス等利用計画」の作成を依頼する事になります。

※２について

　基本的には利用したい福祉サービスを指定して申請している事が多い。例えばグループホームを利用したいとなれば、障害支援区分認定が必要であり、自立訓練や就労支援系を利用したいとなれば、障害支援区分認定は必要ない。

※障害支援区分認定に係る期間が２週間～２ヶ月位と、市町村によってはバラつきがあり、障害者支援区分認定を受けてから、サービス支給決定が通知される為、実際利用できるまで、今後グループホーム（含むケアホーム）利用希望者は、八戸市の場合、申請してからサービス支給決定通知されるまで、約２ヶ月以上かかる事が予想される。

（青山荘のような自立訓練サービスを利用するに当たっては、基本的に障害者支援区分認定は必要ない為、ほぼ２～３週間位でサービス支給決定される。しかし、市町村によっては障害支援区分認定調査を行うところもある。）

